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「
黒
田
官
兵
衛
」
ゆ
か
り

の
地
　
加
古
川
市

　
加
古
川
市
は
兵
庫
県
の
中
央
部

に
源
を
発
し
播
磨
灘
に
そ
そ
ぐ
清

流
「
加
古
川
」
の
下
流
域
に
位
置

し
て
い
る
。
人
口
26
万
６
５
７
５

人
、
世
帯
数
10
万
３
９
６
３
世
帯

（
平
成
28
年
６
月
１
日
）
で
歴
史

は
古
く
、戦
国
時
代
の
名
軍
師「
黒

田
官
兵
衛
」
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

も
有
名
だ
。
戦
後
、
神
戸
市
や
姫

路
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急

速
に
発
展
し
た
が
、
近
年
は
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
人
口
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。

　
生
活
排
水
処
理
率
は
94
・

２
％
、
全
国
平
均
の
89
・
５
％

に
比
べ
る
と
高
い
が
、
兵
庫
県

平
均
の
98
・
６
％
（
東
京
に
次

い
で
全
国
２
位
）
を
下
回
っ
て

い
る
。
市
内
全
域
で
は
、
約

５
８
０
０
基
（
平
成
26
年
度
末
）

の
単
独
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
雑

排
水
が
公
共
用
水
域
に
直
接
流

さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

「
個
人
設
置
型
」
が
抱
え

る
2
つ
の
課
題

　
環
境
省
が
進
め
る
浄
化
槽
交

付
金
制
度
に
は
「
市
町
村
設
置

型
」
と
「
個
人
設
置
型
」
と
の

２
種
類
が
あ
る
。「
市
町
村
設
置

型
」
は
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す

る
た
め
面
的
な
整
備
が
し
や
す

く
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
有
効
で
あ
る
が
、
市
町

村
の
財
政
負
担
や
行
政
担
当
者

の
事
務
負
担
が
大
き
い
と
い
っ

た
点
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
「
個
人
設
置
型
」
は
、
財

政
負
担
や
事
務
負
荷
が
少
な
い
も

の
の
、
浄
化
槽
の
設
置
、
維
持
管

理
（
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
）
を
住
民
個
人
に
委
ね
る
こ
と

か
ら
、
く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄

化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と

や
、
法
定
検
査
の
実
施
率
が
低
い

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

補
助
制
度
拡
充
に
よ
る

大
き
な
効
果

　「
個
人
設
置
型
」
を
採
用
し

て
い
る
多
く
の
市
町
村
で
は
、

「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
に
お
け
る
国
庫
補
助
指
針
基

準
（
平
成
４
年
制
定
）」
を
参
考

に
、
５
人
槽
で
33
万
２
０
０
０

円
、
７
人
槽
41
万
４
０
０
０
円
、

10
人
槽
54
万
８
０
０
０
円
を
浄

化
槽
設
置
補
助
限
度
額
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
水
洗
化
の
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
い
る
住
民

に
と
っ
て
、
単
独
浄
化
槽
か
ら

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
よ
る

直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
感
じ
に

く
く
、
個
人
負
担
が
大
き
い
こ

と
か
ら
も
、
な
か
な
か
転
換
が

進
み
に
く
い
。

　
そ
こ
で
加
古
川
市
の
場
合
は

個
人
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、

独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
る
こ

と
で
、
合
併
浄
化
槽
の
普
及
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
ず

浄
化
槽
の
「
設
置
補
助
の
限
度
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《合併転換が急増する加古川市》
「
個
人
設
置
型
」補
助
拡
充
に
よ
り

個
人
負
担
を
大
幅
に
軽
減

　
兵
庫
県
加
古
川
市
で
は
、
将
来
人
口
の
予
測
や
費
用
対
効
果
の
検
証

を
行
い
、
汚
水
処
理
の
効
率
的
か
つ
迅
速
な
事
業
展
開
を
進
め
る
た
め
、

平
成
26
年
度
末
に
都
市
計
画
決
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
概
ね
10
年
で
公
共
下
水
道
が
整
備
で
き
な
い
計
画
区
域
は
、
浄
化

槽
に
よ
る
整
備
に
舵
を
大
き
く
切
り
な
お
し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
早

期
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
浄
化
槽
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
区
域
の
戸
数
は
約
１
１
０
０
戸
か

ら
約
４
６
０
０
戸
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
時
に
、
浄
化
槽
の
早
期
設
置
と
適
正
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
27
年
４
月
に
浄
化
槽
の
設
置
補
助
制
度
を
拡
充
。「
補
助
限
度

額
の
増
額
」
に
加
え
、「
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
費
補
助
」、「
維
持
管
理
費

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
」
を
新
設
、「
改
造
助
成
金
」（
従
来
ど
お
り
）

な
ど
様
々
な
方
策
を
講
じ
た
。
そ
の
結
果
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
に
転
換
さ
れ
た
基
数
が
急
増
。
補
助
制
度
を
利
用
し
て
、
合
併
浄

化
槽
に
転
換
さ
れ
た
基
数
は
、
過
去
４
年
間
の
累
計
で
１
基
だ
け
だ
っ

た
の
が
、
平
成
27
年
度
は
約
40
基
と
な
っ
た
。

加古川市　浄化槽補助制度　抜粋

（1）設置補助金　＜拡充＞

人槽区分
浄化槽の種類

合併処理浄化槽 高度処理型浄化槽

5人槽 770,000円 1,000,000円

7人槽 940,000円 1,290,000円

10人槽 1,250,000円 1,670,000円

（2）撤去補助金　＜創設＞

撤去補助金限度額 60,000円

（3）改造助成金　＜従来どおり＞

改造工事
1件につき

くみ取り便所⇒
合併浄化槽 50,000円

単独浄化槽⇒
合併浄化槽 25,000円

維持管理費補助金　＜創設＞

浄化槽1基につき、1年度1回（最長10年間） 20,000円

詳細は市のホームページを参照



額
」
を
拡
充
。
こ
れ
に
「
撤
去
費

補
助
」
や
「
改
造
助
成
金
」
と
い
っ

た
制
度
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

個
人
負
担
を
軽
減
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
度
は
約

２
８
０
件
（
平
成
26
年
度
は
９
件
）

の
設
置
補
助
申
請
交
付
が
な
さ
れ
、

そ
の
内
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
に
転
換
さ
れ
た
基
数
は
、

過
去
４
年
間
の
累
計
で
１
件
だ
け

だ
っ
た
の
が
、
平
成
27
年
度
は
約

40
件
と
急
増
し
た
。

適
正
な
維
持
管
理
に
も
配
慮

　
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も
、

最
長
10
年
間
に
わ
た
り
補
助
す

る
制
度
を
導
入
。
１
年
間
の
補

助
額
は
、
合
併
浄
化
槽
の
維
持

管
理
に
要
す
る
個
人
負
担
額
と

標
準
的
な
下
水
道
使
用
料
と
が
、

同
程
度
に
な
る
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
補
助
を
受
け
る
に

は
適
正
な
維
持
管
理
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
必
然
的
に

法
定
検
査
の
実
施
率
も
向
上
す

る
。
平
成
27
年
度
に
始
ま
っ
た

制
度
だ
が
す
で
に
約
２
５
０
件

の
申
請
交
付
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
維
持
管
理
費
の
補
助
制
度
を

設
け
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と

な
っ
た
の
が
、
事
前
に
行
っ
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
。
合
併
浄

化
槽
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
複

数
選
択
式
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、

最
も
多
か
っ
た
の
が
「
設
置
及

び
維
持
管
理
に
費
用
が
か
か
る
」

（
35
％
）
で
あ
っ
た
。
故
郷
の
川

を
守
り
た
い
と
願
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
も
、
個
人
負
担
が
大
き

け
れ
ば
な
か
な
か
取
り
組
め
な

い
の
も
現
実
で
あ
る
。

　
他
に
も
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置

す
る
住
民
の
一
時
的
な
費
用
負
担
を

軽
減
す
る「
受
領
委
任
払
制
度
」や
、

延
べ
床
面
積
に
縛
ら
れ
ず
、
実
居
住

人
員
及
び
将
来
の
居
住
見
込
み
人

員
等
に
よ
っ
て
浄
化
槽
規
模
を
緩

和
す
る「
人
員
算
定
の
緩
和
」な
ど
、

普
及
促
進
の
た
め
の
き
め
細
か
な

配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。「
受
領
委
任

払
制
度
」
は
、
約
15
名
の
利
用
実

績
が
あ
り
、
評
価
は
上
々
だ
。

さ
ら
な
る
整
備
推
進
に
向
け
て

　
加
古
川
市
で
は
さ
ら
に
整
備
推

進
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
平
成
28

年
度
よ
り
環
境
省
が
新
た
に
設
け

た
「
環
境
配
慮
・
防
災
ま
ち
づ
く
り

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
（
国
庫
補

助
率
が
1/3
か
ら
1/2
）」
に
着
目
。
平

成
28
年
度
は
財
政
健
全
化
と
水
質

改
善
を
同
時
に
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
の
制
度
を
使
っ
て
３
０
０
基
（
交

付
金
内
示
額
５
８
０
１
万
２
千
円
）

を
整
備
す
る
予
定
だ
。

環
境
意
識
を
高
め
る
取
組
み

　
浄
化
槽
の
補
助
制
度
拡
大
・
拡

充
だ
け
で
な
く
、
加
古
川
市
で
は

市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
事
業
者
・

行
政
が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む

環
境
改
善
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

環
境
情
報
の
発
信
と
環
境
教
育
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体

的
に
は
、
①
「
広
報
か
こ
が
わ
」

や
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
の

媒
体
に
よ
る
環
境
情
報
の
提
供
、

②
「
自
然
観
察
会
」
や
「
か
ん
き
ょ

う
出
前
講
座
」
の
開
催
な
ど
地
域

連
携
の
環
境
学
習
の
実
施
、
③
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
地
域
の
資

源
を
活
か
し
た
体
験
型
環
境
学
習

の
取
組
推
進
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
環
境
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。

　
加
古
川
市
の
取
組
み
は
目
指
す

べ
き
環
境
像
「
自
然
と
共
生
し
、

だ
れ
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
す
ま
ち
　
加
古
川
　
～
美
し
い

自
然
と
豊
か
な
水
の
恵
み
を
継
承

し
　
快
適
で
生
命
の
躍
動
が
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
～
」
へ
の
確
か
な
一

歩
と
い
え
る
。
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自然と共生し 誰もが健康で
いきいきと暮らすまち

加古川市は、
COOL CHOICEを
宣言しています。

●学校と連携した環境学習を実施

かんきょう出前講座

●加古川の里山や森・自然の観察やエコ工作

自然観察会

加古川市
K A K O G A W A  C I T Y

加古川

下水道使用料と浄化槽の維持管理費の比較

加古川市環境部環境第2課作成（平成26年4月）  住民説明会資料より

比較標準項目 1年間 10年間 維持管理費
（10年間）差額

下水道
使用料 43㎥/2ヶ月 29,736円 297,360円

約200,000円
浄化槽 5人槽

1年目 約55,500円
約492,900円

2年目以降 約48,600円

※下水道使用料は、市街化調整区域における下水道使用料（平均）による。
※浄化槽維持管理費は、法定検査が 1年目と2年目以降で検査料が異なる。

アンケート結果「合併浄化槽に対するイメージ」

設置及び維持管理に費用がかかる
水洗トイレが使える
環境に良い
水質が心配
臭いが気になる
地震に強い
その他

設置及び維持
管理に費用が
かかる
35%

水洗トイレが使える
25%

環境に良い
15%

水質が心配
12%

臭いが
気になる
10%

地震に強い
1%

その他 2%


